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青 森 県 教 育 委 員 会 第 ７ １ ６ 回 定 例 会 会 議 録

期 日 平成２０年９月１０日（水）

場 所 教育庁教育委員会室

議事目録

議案第１号 学校職員の人事について

そ の 他 職員の懲戒処分の状況について

そ の 他 授業料徴収事務に係る調査について（授業料立替状況）

平成２０年９月１０日（水）

・開会 午後１時３０分

・閉会 午後２時１０分

・出席者の氏名

鈴木秀和、福島哲男、島 康子、高橋幸江 （教育長）田村充治、

・説明のために出席した者の職

橋本教育次長、細越教育次長、尾崎参事、小林参事、金子参事、長尾参事、山谷参

事、外崎参事、教育政策・教職員各課長

・会議録署名委員

福島委員、高橋委員

・書記

相坂 譲、白戸克幸
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会 議

議案第１号 学校職員の人事について

（非公開の会議につき記録別途）

そ の 他 職員の懲戒処分の状況について

（事務局説明 白石教職員課長）

県教育委員会が８月に行った職員に対する懲戒処分の状況を報告する。

８月中に懲戒処分を行った事案は４件である。

、 、 、事案１は 最高速度を超える速度で自動車を運転し 警察に検挙されたものであり

戒告の懲戒処分とした。

事案２から４までは、自動車を運転中に人身事故を起こしたもので、うち被害者が

死亡した事故が１件であり、それぞれ減給及び戒告の懲戒処分とした。

今後とも、教職員一人一人が自覚を持って、服務規律の確保に努めるよう、様々な

機会を捉えて服務規律の徹底を図って参りたい。

（鈴木委員長職務代行者）

意見、質問はあるか。

なければ、今回の懲戒処分の状況については、了解した。

そ の 他 授業料徴収事務に係る調査について（授業料立替状況）

（事務局説明 金子学校施設課長）

授業料徴収事務については、昨年度実施された包括外部監査によって、授業料に未

収があると指摘され、是正を求められたところである。

このため、授業料事務適正化庁内検討プロジェクトチームにおいて、授業料の未収

問題等に係る課題を整理し、改善策を検討するため授業料の実態調査を行った。

調査対象は全日制高校で校舎・分校を含め６８校、定時制高校で１１校の、授業料

を徴収している全高等学校を対象とした。

その結果、平成１８年度は、全日制高校で５校の４３件、立替金額１，４９７，８

。 、 ， 。 、 ，００円 定時制高校で２校の７件 立替金額８９ ７００円 合計７校の５０件 １

５８７，５００円の立替があった。

また、平成１９年度は、全日制高校で３校の９件、立替金額６５１，０００円。定

時制高校で１校の２件、立替金額２１，６００円。合計４校の１１件、６７２，６０

０円の立替があった。

立替の主な理由としては、生徒の進級や卒業等に配慮した、教育的配慮であると聞

いている。

現在、授業料事務適正化庁内検討プロジェクトチームにおいて、学校全体で未収問

題に取り組む体制づくりや、督促にあたってのフロー等を記載した授業料徴収マニュ

アルを作成するなどの改善策を検討しているところであるが、今回の調査により、包

括外部監査で指摘があった学校の外にも授業料の立替を行っていた学校があったこと
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から、改善策を早期にとりまとめのうえ、各高等学校に周知する予定である。

（鈴木委員長職務代行者）

意見、質問はあるか。

（福島委員）

一つ確認したいが、調査は、平成１８年、１９年２年に渡っているが、その前もあ

るのか。

（金子課長）

、 、 。今回の調査については 対象年度を平成１８年度 １９年度に限って調査を行った

１７年度分に立替があるかどうかは判明していないが、ただ、監査委員会で監査を行

った結果、県立学校１校で立替があったと聞いている。

（福島委員）

平成１７年以前は、今後調べる予定はないのか。

（金子課長）

今年度４月に、県立学校長会議、事務長会議で授業料問題の適正な執行を指示した

ので、今後このような立替は発生しないと考えられる。１７年度分については、現時

点では調査の予定はない。

（島委員）

１８年度の立替金額が 円で、回収が 円ということは、残りの部分1,587,500 792,600
はまだ未回収ということか。

（金子課長）

今現在のところは、未回収である。

（鈴木委員長職務代行者）

平成１８年度と１９年度を比較すると立替金額が半減しているが、これはそれだけ

厳しく取り立てたということか。県の経済状況が良くない中で立替金額が半減したと

いうことは、家庭に無理を強いていることにならないか、その辺はどのように解釈し

ているか。

（金子課長）

今回の調査を通じてもわかったが、各校それぞれ、教職員が一丸となって取り組ん

だ結果だと受け止めている。また、包括外部監査の状況が各校に伝わって、各校が認

識した結果と思っている。
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（鈴木委員長職務代行者）

ほかに何かあるか。なければ、今回の授業料徴収事務に係る調査状況については了

解した。

立替の理由が教育的配慮のためであったことは理解したが、会計処理上の問題が生

じる点については、関係者の皆さんで知恵を出し合って改善策を取りまとめていただ

きたい。


